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神話 と王朝の正統性

フ ラ ソ ソ ワ ・ マ セ

要旨:普 通、政治史の専門家たちは、日本最古の文献である 『古事記』及び 『日本書紀』に記

載されている神代を、皇室の正統性を確保するための単なる工作だと見なす。逆に神話の専門

家たちは、これらの文献の政治的側面をあまり強調しない傾向がある。本論文の目的は、『古

事記』及び 『日本書紀』の編纂の時代にあっては、政治の手助けとなる神話を作 りあげること'

が意図されたのではなく、政権の正統性を神話の形だけで表現しなければならなかった理由を

示すことにある。政治的目的のために使われたこれらの神話は、政治とい う側面以外にも、

様々な局面を持ち合わせていた。しかし、日本では中国の思想が早くに会得されたため、神話

の使用という手法は、奈良時代以降には通用しなくなったのである。その代わりに王朝の維持

とその連続性や三種の神器の重要性を強調するようになった。明治維新と国家神道は、伝統に

基づく最初の文献を尊重したが、そこでは神話は直接に政権のために使用されることになった。

神話には、天照御神の子孫であることを根拠として天皇に正統性を保証するという唯一のメッ

セージを期待したのである。このように強いられた用いられ方をしたため日本神話は枯渇した

が、1945年 の敗戦 と新憲法に記載された政教分離の原則が確立されて後、皇室の正統性との関

係を断つことによって、意味やイメージの温れる日本神話は新たに再生することができたので

ある。

明治時代の繊維工場の女工

バ ト リ シ ア ・ ツ ル ミ

要 旨:こ の論文 は明治 時代、 繊維産 業 に働 いた 女工 た ちが 自分 た ち の人 生 を ど う認 識 して いた

か とい うこ とに重 点 を置 い て書 かれた もので あ る。 彼女 た ちは 日本 の産 業 化 にお いて、 また地

方 で地主 、小作 人 間 の関係維 持 のた めに 自分た ちが果た した役割 に気 付 いて いただ ろ うか。 そ

うな らば彼 女 た ちの役割 に関す る考 え方 は何 で あろ うか。 自分た ち を犠 牲 者 と思 っ ていた だ ろ

うか。 自分 たち を グル ープに属 して い る と思 っ ていただ ろ うか。 女工 と して のア イ デン テ ィテ

ィはい かほ ど強 か った か。彼 女 たち は 自分 自身 を ど う定 義づ けてい ただ ろ うか。

山下 リン筆 「復活」 とい う正教 のイコンにっいて

ミハ イ ル ・ウ ス ペ ソ ス キ ー

要 旨:こ の論 文 で は、 日本 に おい て初 め て イ コンを書 いた画 家 山下 リン(1857-1939)の 人生

と創 造 につ い て述 べ た。

山下 リソは、西 洋文 化 の急激 な普 及時 期一 明治 時代 の代表 的 な人物 で あ りなが らユ ニー クな

iii



特 徴 を持 ってい たの であ る。

先ず 山下 リソは アン トニオ ・ホ ンタネ ジ(1818-82)の もとで西洋 の絵 画 を学 んだが 、 しば

らくして ニ コライ とい うロシア神 父 に よって洗 礼 を受 け、 キ リス ト正 教 イ コ ソの描 き方 を学 ぶ

た め にペテ ル ブル グの修 道 院 に送 られ た。

修 道院 の工 房 にお いて勉強 す る と ともに山下 リンは皇 帝 のエ ル ミタ ージ ュ美術 館 をたず ね る

こ とが あ って西洋 画 の3枚 の コ ピーを作 った。 エ ル ミタ ージ ュ美術 館 で コピーを作 るこ とに成

果 を収 めた が、修道 院 で勉強 す る こ との困難 にぶつ か る と ともに病気 にな り1883年3月 に 日本

に帰 った。

帰 国後 山下 リンは東京 駿河 台 の正 教会 ミッシ ョンに住 ん だが 、1893年3月 に この場 所 に は新

しい キ リス ト復 活 の寺 院(ニ コラ イ堂)が 建 て られ た。

やが て、 ニ コ ライ皇太 子(後 の ロシア皇 帝)の 日本 訪 問 の機会 にニ コラ イ神 父 が皇 太子 のた

め に 「復 活」 とい うイ コンを描 くこ とを 山下 リンに依 頼 した。今 で は、 ロシアに あ る唯一 の山

下 リソの作品 で エル ミタージ ュ美術 館 に保 管 され てい る。

この イ コソは 山下 リンの活 動 の中で特 別 な位置 を占め て い る。 これ は代 表的 な もので あ るが、

同 時 に貴 重 な作 品 で ある。 山下 リンは生 涯 にわ た って、純 ロシア イ コン絵 画 のス タ イル を守 っ

て いた。 このス タイ ル こそ ペテ ル ブルグ の修 道院 で学 んだ もの で、 ニ コラ イ神 父 のぞ ぽに住 ん

で彼 の勧 め に従 った か らか もしれ な い。

しか し、 「復 活」 とい うイ コンは唯 一 の例 外 と して評 価 され て い る。 これ は、高 井安 治 とい

う当時 の有 名 な蒔絵 師 の枠 が作 られた か らだ。 この枠 はイ コンの デザ イソに特別 な 日本 の ニ ュ

ア ンス を与 えた。

山下 リソ は長 い生 涯 をつ うじて いろ い ろな イ コ ンを作 った。 「復活 」 とい うイ コソはそ の一一

つだ。 山下 リンの活 動 と日本正 教会 の イ コ ン絵画 は この イ コソが代 表 してい る。 また、 も っ と

も重要 な資 料 として見逃 しては な らない作 品で あ る。

宮沢賢治の歌 う風景 『風の又三郎』を中心に

ア ン ト ニ ーV.リ ー マ ン

要 旨:拙 論 は、 厂文学 に おけ る風 景」 とい う視 点 か ら、宮沢 賢治 の 『風 の又 三郎 』 を分 析す る。
ナラトロジ　 テ 　 マ

これ は、厂日本文 学 の風 景 に おけ る話 法」 とい う大 きな研 究課 題 で あ り、 この テ ーマ の 目的 は、

風景 描 写 の土 着 的概念 と近 代 日本 の小 説 に おけ る風 景 描写 の役 割 を さ ぐる ことであ る。拙論 は、

宮 沢賢 治 の有 名 な 『風 の又 三郎 』 の分析 を通 して、 明治 期 日本 の作 家 た ち に よ る 「風 景 の発

見 」 とい う柄 谷行 人 のパ ラダイ ムを批判 す る。賢 治 は、 そ の詩 的文 体 に よ って、 高度 に独創 的

で特 異 とさ え言 い うる擬声 語 の さまざ まな実験 を行 って い る。 彼 は、 内的/外 的風 景 の ユ ニー

クな融合 を成 し遂 げ てい るが、 それ は柄谷 の 「風景 描写 の舶来 のモ デル」 で は説 明 し きれ な い

もので あ る。 さ らに、拙 論 で は、 「口論 的 」、 「触覚 的」 文体 表現 が 、 よ り抽 象 的、概 念 的表 現

形態 に対 して もつ可能性 を、賢治 の擬 声語 の豊 か な詩 的 ヴ ィジ ョンや古 代民 間伝承 の源 にまで

遡 って考 察す る。
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鏡花文学における幻想 とアニ ミズム

コ ー デ イ ・ ポ ー ル ト ン

要 旨:本 稿 は泉 鏡花(1873-1939)の 文学 の 自然描 写 に お け る幻 想 とア ニ ミズ ムの 役割 を考察

す る もので あ る。十 九 世紀 の ヨー ロッパ 文学 と明 治 の進化 的 イデ オ ロギ ーは、人 間 と自然界 と

のつ なが りを積 極 的 に 断絶 し よ うと した。 『化 鳥 』(1897)と 『高野 聖 』(1900)の 二 つ の作 品

に焦 点 をあ て、鏡花 の小説 が いか にそ の傾 向に反 す る もので あ るかを論 証す る ことが本 稿 の狙

い で ある。主題 としての変 形(メ タモル フ ォース)の 扱 い、及 び文体 としての比 喩(メ タ フォ

ア ー)の 使 い方 にお い て、鏡 花 は退 化 と逆 行 とい う概 念 を玩 ぶ。 これ は、 あ る意 味 で西 欧 の

findesi6cleの 幻 想文 学 の特徴 で あ るが 、鏡 花 の作 品が異 なる点 は、 その人 間感 覚 とは かけ離

れ た 自然 及 び超 自然 の力 に対す る肯 定的 な立 場 に あ る。

中世 日本文学における空間の役割

ウ ラ ジ ス ラ フ ・ゴ レ グ リヤ ー ド

要旨:文 学作品における芸術空間の役割はその作品に現れた物的世界と思想 ・感情世界 との相

互関係によるものです。

和歌における空間は部分部分として想像されています。客観的世界の各部は叙情詩的主人公

の感情と機能的に結び合わされていて、特定の感情を象徴しています。

軍記物語では人物の運命も自然現象も大枠となる思想(即 ち 「平家物語」における因果関係、

「太平記」における主従関係)に 従います。

日記 ・随筆文学の芸術的空間の特異点はその現実性にありますが、現実性の役割は作品によ

って異なります。

紀行文学作品では空間概念は時間と旅人の動きとに緊密に結ばれています。著者は運動の究

極の目的次第で空間を特徴づけています。

「更級日記」の主人公は 「等身に薬師仏を作 りて、手あらひなどして、人まにみそくすに入 り

つつ、『京にとくあげたまひて、物語のおほく候ふなる、あるかぎり見せ給へ』と身をすてて

額をつき、祈 り申すほどに……」などと書いて別の目的を明らかにします。その旅行の目的に

よって空間も特定されています。

「十六夜日記」の主人公の主目的は和歌で自分の一家の役割を証明して細川荘園関係論争に勝

ちました。運動それ自体は阿仏尼の旅行の記録にとり一番重要なことではありません。ある意

味での運動の役割は 「十六夜日記」と 「更級日記」と同じです。

「東関紀行」の作者の注意は道中の旧跡と美しい風景に集中しています。「東関紀行」の記述

型は和歌における空間記述型に近い。「蜻蛉日記」に現れた巡礼の目的は気分を転換 して苦し

みを棄てることです。広い意味でその記録は 「東関紀行」のものに近いが、主人公の内面描写

に留まっています。

「源氏物語」の芸術的空間は二種類に分けることが出来ます。その一つは時代情勢を反映し、

いま一つは主人公の気分を表しています。以後の物語(例 えば、「問わず語 り」)ではその二種

類は内容の広いものになっています。

文学作品はその外界記述の規模によって、三種類に分けることができます。即ち大空間文学
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(軍記物語、随筆)、中空間文学(「紫式部日記」)です。大空間文学は宗教 ・哲学的記述に、中

空間文学は和歌的に、小空間文学は非芸術的な記録に近づいてきます。

作者の想像力は大空間文学と中空間文学に特に顕著に現れるといえます。

隠 された文献 リス ト
ー 『菊 と刀』をめ ぐって一

ポ ー リ ン ・ ケ ン ト

要 旨:ル ース ・ベ ネデ ィク トの 『菊 と刀 』 には参 考文献 リス トが含 まれて い なか ったが、 彼 女

が残 した 日本 研究 関係 の資 料 か ら参 照 した と思わ れ る ものを ピ ック ア ップ し リス トを作 る こ と

が で きた。 な お、彼女 は米 国戦争 情 報局(OWI)の 海 外 戦意 分析 課(FMAD)の な かで 日本研

究 を行 った の で、 そ の環境 を紹介 す る意 味 で メン・ミーの リス トも掲 載す る。
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